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5 録音はパーソナルコンピュータ（NEC製 VersaPro VJ17M/ED-1）にオーディオインターフェース
（CREATIVE社製 Sound Blaster Digital Music SX）を USB接続で介し、マイク（オーディオテクニカ
社製 AT-VD4。吹かれノイズを避けるため、スポンジ状のウインドスクリーンをかぶせた）を接続し
て行なった。録音ソフトは Cool Edit2000、OSはWindows XP Home Editionである。サンプリングレー
ト 44.1kHz・量子化 16bitでモノラル録音を行なった。この際、マイクと手の摩擦でノイズが発生しな
いように、マイクスタンドを用いた。なお、録音は静かな和室で行なった。 






























央値・四分位範囲、Speech Rate・Articulation Rateを計測した。なお、Speech Rateとはポ
ーズを含めた発話速度であり、Articulation Rateは発話部分だけを計測した調音速度のこ
とである。 
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3.3.1 被験者 











図 4.1 聴取実験結果とその統計処理結果 
 
4.2 ピッチ情報 






 以下のグラフや表から、A, B, C, E, F, H, Iの組については速いと感じられたものの方が
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図 4.2 各音声のピッチ情報 
 
表 4.1 聴取実験 
速いと判断されたものの 
中央値が大きい 
A B C  E F  H I 
速いと判断されたものの 
四分位範囲が大きい 
A B C  E  G H  
  
 
4.3  Speech Rateと Articulation Rate 
以下の表 4.2は、A～Jの回答の割合とそれぞれの Speech Rate、Articulation Rateであ
る。SR1はより速いと判断された割合が高いほうの Speech Rate、SR2は割合が低いほう
の Speech Rateである。なお、SR比は SR1と SR2の比率である。AR1はより速いと判
断された割合が高いほうの Articulation Rate、AR2は割合が低いほうの Articulation Rate

















言語学論叢 オンライン版第 2号 (通巻 28 号 2009) 
 53 
表 4.2 Speech Rateと Articulation Rate 
資料 回答の割合 SR１ SR2 SR 比 AR1 AR2 AR 比 
A 100.00% 7.04 6.74 1.04 8.91 9.19 0.97 
B 100.00% 6.41 6.39 1 8.47 8.77 0.97 
C 85.70% 7.15 7.25 0.99 9.42 9.19 1.03 
D 85.70% 5.74 5.6 1.02 7.49 8.49 0.88 
E 85.70% 7 6.82 1.03 8.7 8.21 1.06 
F 85.70% 9.46 9.67 0.98 10.38 10.58 0.98 
G 78.60% 7.88 7.41 1.06 9.26 9.12 1.01 
H 78.60% 7.8 8.24 0.95 8.99 9.59 0.94 







































5.3 Speech Rateと Articulation Rate 
次に、発話のテンポ感にポーズがどのように関わっているのかを考える。そのために、
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An Observation on the Tempo  
of Speech Language: 




The purpose of this paper is to clarify how the Japanese speakers recognize the speech 
tempi. 
In this experiment, some Japanese native speakers heard several pairs of Japanese natural 
speeches of monologues, with the same number of morae and length, and judged which sounds 
faster. 
The results suggest that: 
(1) Rather than articulation rate, speech rate, with poses, is proportionate to the auditory 
tempi, 
(2) and the larger the pitch range is, the faster the informants heard the sounds. 
 
